
平成23年度当初予算の概要

【第１表　当初予算総括表】

（単位：千円）

62,800,000 57,200,000 5,600,000 9.8  

事業勘定 11,362,708 10,896,427 466,281 4.3  

施設勘定 177,721 149,911 27,810 18.6  

2,079,265 2,090,095 △ 10,830 △ 0.5  

232,491 217,351 15,140 7.0  

2,235 △ 2,235 皆減

4,740,600 4,320,999 419,601 9.7  

162,539 161,314 1,225 0.8  

730,419 849,020 △ 118,601 △ 14.0  

362,533 366,952 △ 4,419 △ 1.2  

3,941,102 3,883,180 57,922 1.5  

23,789,378 22,937,484 851,894 3.7  

86,589,378 80,137,484 6,451,894 8.1  

　前年度と比較すると、一般会計で56億円（9.8％）の増額となりましたが、これは、新清
掃工場整備事業、ＪＲ・京成成田駅中央口地区整備事業、中学校建設事業、小学校増築事業
などによるものです。
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　平成23年度当初予算の総額は、865億8,938万円で、その内訳は、一般会計が628億円、特
別会計が8会計（9勘定）で237億8,938万円です。
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【用語解説】

　会計の名称

　給水人口が5,000人を超える地区について、安全な水の安
定的な供給を目的としています。

※　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する必要があるときに
設ける会計です。

　被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付を行
います。

　農業集落におけるし尿、生活雑排水などを処理する施設
の整備を行い、市民生活の環境整備を図ることを目的とし
ています。

　75歳以上の後期高齢者医療に関する保険料の徴収など
を行うことを目的としています。

　給水人口5,000人以下の地区について、安全な水の安定
的な供給を目的としています。

※　老人保健制度が見直されて、後期高齢者医療制度が導入されましたが、平成20年3月までの
診療分の医療費を給付するため、平成22年度まで老人保健特別会計で経理を行います。老人保
健特別会計は平成22年度末で廃止となりました。

介 護 保 険

農 業 集 落 排 水 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

　青果物、水産物などの生鮮食料品を安定した価格で提供
し、市民生活の向上を図ります。

簡 易 水 道 事 業

水 道 事 業

会計の名称 内容

　市の基本的な行政を行うための会計です。

国 民 健 康 保 険
　事業勘定では、被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに
際し、必要な保険給付を行い、施設勘定では、大栄診療所
の運営を行います。

　都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を図る
ことを目的としています。

　老人医療受給者に医療費（平成20年3月までの診療分）を
給付することを目的としています。
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